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2007年3月期 通期修正計画（連結）

各事業セグメントのビジネス動向及び計画
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各事業セグメントのビジネス動向及び計画
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2007年3月期 経営基本方針

改革から成長へのゆるぎない

創45 New Enplas の力強い発信を目指し

改革から成長へのゆるぎない
健全経営軌道の構築

発明力・量産供給力を高め、
業界先行力の飛躍的向上

アジア地域を最重点とした

2

アジア地域を最重点とした
グローバル事業の再編・最適化

新事業創出の加速

２００７年３月期２００７年３月期
中間決算概要（連結）
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上期に実施した主な施策

２００７年３月期の体制

本社基幹事業 本社間接部門

高付加価値

高収益体質

事業構造改革の
継続・総仕上げ

統合整備と
業務責任の明確化

業務効率向上

固定費削減

5

高収益体質 固定費削減

本社がグローバルセンターとして

安定成長基盤に転じたことを成果で示す年度

本社収益基盤の強化・安定化
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中間決算実績

第１四半期

実績

86 0

中間決算実績 （単位： 億円）

第２四半期

実績

77 3

当中間期

実績

163 4

前中間期

実績

203 6売 上 高売 上 高 86.0

6.6

6.6

（69.1%）

77.3

4.8
5.3

（69.5%）

163.4

11.5
11.9

（69.3%）

203.6

20.4

21.2

（70.3%）

売 高売 高

営 業 利 益営 業 利 益

経 常 利 益経 常 利 益

（（ 原 価 率原 価 率 ））

7

2.6
13.08円

△4.1
△20.17円

△1.4
△6.90円

7.6
36.98円

当 期 純 利 益当 期 純 利 益

１株当たり当期純利益１株当たり当期純利益

１ 株 当 た り 配 当１ 株 当 た り 配 当 12.00円10.00円－－
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セグメント別売上実績

第１四半期

実績

第２四半期

実績

当中間期

実績

（単位： 億円）

前中間期

実績

37.5
16.1
15.2
17 0

38.0
15.2
9.5

14 5

75.6
31.4
24.7
31 5

79.6
27.2
43.5
53 2

エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業

半導体機器事業半導体機器事業

液晶関連事業液晶関連事業

プ 事プ 事

8

17.0
86.0

14.5
77.3

31.5
163.4

53.2
203.6計計

オ プ ト 事 業オ プ ト 事 業

中間期実績推移
（億円）

売上高

203207

オプト事業

液晶関連事業

半導体機器事業

250

203207
185

162

エンプラ事業

100

150

200

163

9
2003.3
中間

2004.3
中間

2005.3
中間

2006.3
中間

2007.3
中間

0

50
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中間期実績推移

経常利益

27
30

（億円）

14

21

17
20

10

11

10

10

0
2003.3
中間

2004.3
中間

2005.3
中間

2006.3
中間

2007.3
中間

84.50

25

30 100

中間期実績推移

当期純利益当期純利益

１株当たり当期純利益

(億円) (円)

36.98

43.15
48.67

10

15

20

25

20

40

60

80

17

109 7

11

▲ 6.90
-5

0

5

-20

0

20

2003.3
中間

2004.3
中間

2005.3
中間

2006.3
中間

2007.3
中間

9

▲1.4
7
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中間期実績推移

連結キャッシュフロー
50

40
38

営業活動による
キャッシュフロー

フリーキャッシュフロー

(億円)

40

30

20

10

15
10

18

7

6
1

15

7

12
2003.3
中間

2004.3
中間

2005.3
中間

2006.3
中間

2007.3
中間

0

-10

-20

7

▲14

7

中間期実績推移

設備投資額と減価償却費
30

27

（億円） 設備投資額

減価償却費

25

20

15

10

16

20

15
18

15

27

1313

8

14

13
2003.3
中間

2004.3
中間

2005.3
中間

2006.3
中間

2007.3
中間

5

0

8
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大幅減収

中間決算総括

・液晶市場の低迷

事業再構築
事業再構築完了に伴う

特別損失の発生

・オプト事業の事業再構築

事業構造改革の完遂と新体制の構築

14

事業再構築

・ユニットビジネス戦略の修正

・コアビジネスの内製化推進

・原価低減の促進

特別損失の発生
・Enplas Nanotech, Inc.の清算

・固定資産の減損処理

・棚卸資産の除却

・生産体制再構築関連費用

２００７年３月期２００７年３月期
通期修正計画（連結）
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２００７年３月期 下期事業戦略

改革から収益基盤の確立へ

２．エンプラマーケットの拡大及びマザー工場を指向した
鹿沼工場の生産革新

１．新生事業構造によるオプト事業成長戦略のスタート

３．新事業の創出

16

４．中国製販体制強化・再編、Ｅ(広州)の早期稼動

５．液晶事業中国戦略構想の具体化と早期展開

2007年3月期通期修正計画

320 0

通期

修正計画
当中間期

実績

163 4

通期

１Ｑ修正計画

（単位： 億円）

360.0売 上 高売 上 高 320.0

20.0
20.0

（69.7%）

163.4

11.5
11.9

（69.3%）

360.0

24.0
24.0

（72.2%）

営 業 利 益営 業 利 益

経 常 利 益経 常 利 益

（（ 原 価 率原 価 率 ））

17

3.0
14.79円

△1.4
△6.90円

20.00円10.00円

14.0
68.28円

20.00円

当 期 純 利 益当 期 純 利 益

１株当たり当期純利益１株当たり当期純利益

１ 株 当 た り 配 当１ 株 当 た り 配 当
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セグメント別売上修正計画

当中間期

実績

（単位： 億円）

通期

修正計画
通期

１Ｑ修正計画

150.0
70.0
45.0

75.6
31.4
24.7

160.0
72.0
60.0

エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業

半導体機器事業半導体機器事業

液晶関連事業液晶関連事業

18

55.0
320.0

31.5

163.4

68.0

360.0計計

オ プ ト 事 業オ プ ト 事 業

参 考 指 標

当中間期

実績

（単位： 億円）

通期

修正計画
通期

１Ｑ修正計画

16.0

26.0

8.5

14.5

20.0

28.0

設備投資額設備投資額

減価償却費減価償却費

19

15.07.0 15.0試験研究費試験研究費

（売上高比）（売上高比） （4.7%）（4.3%） （4.2%）
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ビジネス動向

各事業セグメントの

エンプラ事業の動向

7475 150
当中間期

実績

下期

修正計画

通期

修正計画

154
前期

実績

ギヤマーケットの領域拡大

当中間期ハイライト

7475 150154
広州（中国）に子会社設立
自動車ビジネスを主体とした

中国華南地域での事業基盤構築

下期の戦略

（億円）

鹿沼工場をグローバル
エンプラスのマザー工場に

生産付加価値の向上
金型製造の集約化による

21

ギヤマ ケットの領域拡大

エンプラス開発ギヤの上市

精密機構部品の新規製品開発と

積極的な受注獲得

技術力向上と効率化
海外拠点のサポート強化

アジア・中国地域における
新たなる市場開発の推進
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コア開発品で
対応

エンプラ事業の動向

ＯＡ 騒音低減 動的伝達精度向上

市場での機能ニーズ市場での機能ニーズ

市場

自動車
市場

騒音低減 高強度・高精度
ｴﾝｼﾞﾝ

ﾙｰﾑ外

高速・鮮明
低騒音
ｷﾞﾔ

高強度・
高精度ｷﾞﾔ

22

市場

金属代替 高効率
ｴﾝｼﾞﾝ

ﾙｰﾑ内

ﾙ ﾑ外

安全・環境・快適

超高強度ｷﾞﾔ

高効率ｷﾞﾔ

35,000

エンプラ事業の動向

ＯＡ市場環境予測ＯＡ市場環境予測

光学式プリンタの需要推移
（千台）

World Wide
カラーの
タンデム機

10 000

15,000

20,000

25,000

30,000
タンデム機

両
者
の
牽
引
に
よ
る

市
場
拡
大

カラー

モノクロ

23

0

5,000

10,000

2005 2006 2007 2008 2009 2010 （当社予測）（年）

新興市場向
け

モノクロ機

る

低価格機が中心 中国をメインとしたアジアの生産が主流
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エンプラ事業の動向

自動車市場環境自動車市場環境

日系メーカーの自動車生産台数の推移
（千台）

海外生産

輸出

25,000

国
内
生
産

輸出

生産 - 輸出
20,000

15,000

10,000

5,000

24

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

２００６年国内生産
１,０００万台強

うち５５０万台が
国内需要

世界の自動車生産は６,６５０万台（２００４年）

産

（年）
0

東風日産

エンプラ事業の動向

新たな海外拠点新たな海外拠点

【永和】
・スタンレー電機
・デンソー
・ミツバ
・シロキ工業

広州トヨタ

【佛山】
・アイシン精機
・豊田合成
・東海理化
・愛三工業
・光洋精工

コニカミノルタ

広州ホンダ

エンプラス（広州）
所在地 広東省 広州市

事業内容 エンプラ事業関連製品の製造・販売

設立 ２００６年１２月（予定）

資本金 ２百万 ＵＳ＄

25

【南沙】
・デンソー
・アスモ

【珠海】
・三井金属
・フジクラ

【東莞】
・ケーヒン

【中山】
・八千代工業
・ホンダロック
・ユーシン

光洋精工
・トヨタ紡織

キヤノン

エプソン

ゼロックス

自動車生産の現地化と
部品生産の中国（及び東南アジア）へのシフト

【南沙】
・デンソー
・アスモ
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半導体機器事業の動向

3831 70
当中間期

実績

下期

修正計画

通期

修正計画

58
前期

実績

（億円）
当中間期ハイライト 下期の戦略

テストソケット事業の市場シェア拡大

主要顧客との開発促進

3831 7058

最先端要素技術を応用した
ソケ トの開発

プローブカード事業のビジネス基盤強化と収益性向上

26

主要顧客との開発促進

現場主義の実践→生産性の追求

ソケットの開発

プローブカード事業の顧客拡大

ＬＣＤドライバー用プローブカード

開発

アジア 10 Advanced

半導体機器事業の動向

半導体機器の市場動向半導体機器の市場動向

プローブカード市場推移半導体市場推移
（億米ドル） （億米ドル）

3 500

World Wide

アジア

アメリカ

ヨーロッパ

日本

2

4

6

8

10 Advanced

Cantilever

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

27

0

（当社予測） （当社予測）

バーンイン・テストソケットの市場シェア拡大と

プローブカード事業のビジネス基盤強化・収益性向上を目指す

（年）2004 2005 2006 2007 2008（年）
0

2004 2005 2006 2007 2008
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半導体機器事業の動向

ＬＣＤドライバＬＣＤドライバープローブカードの開発ープローブカードの開発

28

（直列式で4個同時測定 30μm ピッチ）

• マルチ化対応 ：1個 → 2個 → 4個同測化
• 狭ピッチ対応 ：20μm In-line ピッチへの対応

液晶関連事業の動向

2024 45
当中間期

実績

下期

修正計画

通期

修正計画

90
前期

実績

ノートＰＣ用導光板の拡販

日本と韓国 → 台湾メーカーへ

液晶市場環境の低迷による減収

ノートPC用導光板のシェア拡大

2024 4590
（億円）

当中間期ハイライト 下期の戦略

高品位・高機能ニーズに集中

29

中高位機種に的を絞る

小型用LGPの中国戦略強化

（現地生産を視野に）

した小型（携帯・デジカメ）

導光板市場の開拓強化

中国・台湾市場向けサービス

の強化・拡充

次世代LGPの開発促進
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液晶関連事業の動向

小型用ＬＧＰの戦略強化小型用ＬＧＰの戦略強化

シャ プ エプソン ＴＭＤ

開発拠点－日本
生産拠点 ‒ 華東

シャープ ・エプソン・ＴＭＤ

カシオ・日立 ・ＳＴ－ＬＣＤ

サムスン ・ ＬＧ

開発拠点－韓国

生産拠点－華東
エプソン・サムソン・ＡＵＯ

日立・シャープ・ＳＴ-ＬＣＤ・Ｌ
Ｇ

生産拠点 ‒ 華南

30
ＴＭＤ

ＡＵＯ ・エプソン

エプソン

開発拠点－台湾

生産拠点－フィリピン生産拠点－シンガポール

シャープ・カシオ

ＴＭＤ・エプソン

16

18

20

液晶関連事業の動向

中小型ＴＦＴパネル市場予測中小型ＴＦＴパネル市場予測 World Wide

（億枚）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

31

0

2005 2006 2007 2008 2009 2010

Mobile Phone MP3 DSC Amusement PDA

Portable DVD VCR Automotive Others

各アプリケーションの需要拡大により
毎年約２億枚のペースで増加

アクティブ型有機ELを含む

（当社予測）

（年）
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オプト事業の動向

2331 55
当中間期

実績

下期

修正計画

通期

修正計画

98
前期

実績

携帯電話レンズビジネスの戦略展開

単品販売強化

レンズユニットビジネスの戦略

製品への特化

2331 5598
事業再構築の完了と持続的成長基盤の確立

（億円）

当中間期ハイライト 下期の戦略

32

小型低背ビジネス強化

ピックアップレンズ原価低減に

よる市場対応

４Ｇ光通信の本格的普及による

通信用レンズシェア拡大

グローバルマーケティング力
の強化

Enplas Nanotech, Inc.の清算

単品・小型低背レンズに特化単品・小型低背レンズに特化

オプト事業(ＡＩＳ)の動向

キーワード 2005 2006 2007

ハイエンド ｲﾝｶﾒﾗ
３M以上

高精度

（年）

多機能化
高画素化

ボリューム
ゾーン

低コスト
小型化

ｲﾝｶﾒﾗ
小型化
低背化

VGA

１.3M

２M

小型化1/4→1/6

小型化1/8→1/10

高精度
単品レンズ

小型低背
標準レンズ

33

小型化 小型化1/8→1/10

小型化1/9→1/11

減少
CIF

インカメラ

小型化
低背化
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オプト事業(ＯＰＵ)の動向
光ストレージ市場における戦略光ストレージ市場における戦略

・ターゲット製品

回折格子（両面Ｇ） センサ レンズ ホログラム 複合レンズ

形式 ＣＤ－ＲＯＭ ＣＤ－ＲＷ ＤＶＤ－ＲＯＭ ＣＯＭＢＯ ＤＶＤ－Ｗ ＢＤ

Ｈ/Ｈ

回折格子（両面Ｇ）、センサーレンズ 、 ホログラム、複合レンズ

・コスト要求への対応：原価低減策（サイクル短縮、検査軽減、生産場所の検討）

光ピックアップ市場の製品別ターゲット

34

Slim

ＵｰSlim

低コスト生産
（海外）

品質、コスト
限界挑戦

機能・精度品
原価低減

高機能・高精度
開発製品

オプト事業(ＯＦＣ)の動向
FTTHFTTH用光デバイス製品群用光デバイス製品群

Enplasトランシーバ部品の採用
ポートレンズ

８～１０Ｇ

基地局
基地局

高成長・高機能化による

需要拡大

電話局

１２５Ｇ

２.４～４Ｇ

８～１０Ｇ

35ホーム内ネットワーク需要

１.２５Ｇ
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145

オプト事業の動向

（億円）

160

売上高推移売上高推移
ＯＦＣ

ＯＰＵ

82

98

128

60

8
0

100

120

140

55

ＡＩＳ

36
2004.3 2005.3 2006.3 2007.32003.3

0

20

40

(期)
(計画)

by intelligence and vitality ~英智と活力 ~

ご清聴ありがとうございました。

株式会社エンプラス


